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イ タ リア人 は 、 マ ル コ ・ポー ロの 有 名 な 「東 方 見 聞録 』(llMilione)

の 中 に描 か れ た"Cipangu"ま た は"Zipangu"に つ い て読 ん で 、 初 め て

日本 の存 在 を知 っ た 。13世 紀 の 終 わ りに 極 東 へ 行 った マル コ ・ポ ー ロは 、

日本 を訪 れ なか っ た が 、彼 の 仕 えた モ ン ゴル 人 か らこの 国 の こ とを 聞 い

た に ちが い な い 。1274年 と1281年 に 、モ ン ゴル 人 は二 度 に わ た り 日本 を

征 服 しよ う とした 。マ ル コ ・ポ ー ロに情 報 を提供 した者 た ちは 、"Cipangu"

に は 黄 金 が 濫 れ て い る と考 えて お り、 「東 方 見 聞 録 」 の僅 か な記 述 が 数

世 紀 に わ た り読 者 を魅 了 した 。 ク リス トフ ァー ・コ ロ ンブ ス も、西 方 の

海 を渡 っ て西 ま わ りで東 方 に到 達 しシナ 王 国 に 上 陸 す る とい う計 画 を立

て て い た と き、 この一 片 の情 報 に大 変 注 目 して いた と言 わ れ て い る 。

日本 と西 欧が 商 業 的 かつ 文 化 的 な 交 流 を盛 ん に 進 め 、 ボ ク サ ー(C.

R.Boxer)教 授 が 「キ リス ト教 の 世 紀 」(TheChristianCentury)と 名

付 け た1543年 か ら1641年 に か けて 、 日伊 関 係 は ます ます 緊 密 で現 実 的 に

な っ た 。 当 時活 躍 した 優れ た イ エズ ス 会 宣 教 師 の 多 くは 、 イ タ リア人 で

あ った 。 中 で も特 に ア レ ッサ ン ドロ ・ヴ ァ リニ ャー ノ 神 父(Alessandro

Valignano)は 、 伝 道 者 は キ リス ト教 へ 改 宗 させ よ う とす る人 々 の 言 語

を習 得 し、 出来 るだ け そ の習 慣 に 従 う と い う方 針 を 定 め た 。1583年 の

『日本 に お け る宣 教 師 の た めの 儀 典 書 』(11CerimonialeperiMissionari

inGiappone)の 中 の 、 日本 の社 会 生 活 の 分 析 と習 慣 の 描 写 は 、 彼 の 大

変 深 い認 識 を示 して い る。 これ を読 めば 、究 極 的精 神 基盤 に 支 え られ た
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日本 が 、4世 紀 前 も今 も殆 ど変 わ っ て い な い こ とが わか って 興 味 深 い。

ヴ ァ リニ ャー ノの 方 針 に従 って 日本 語 学 習 に力 が 入 れ られ 、九 州 の 天

草 に 印刷 所 が 建 て られ た 。 ヴ ァ リニ ャー ノ が大 き くかか わ った 最 初 の 日

本 遣 欧 使 節 団(1582-1590)は 、 イ タ リァ で 大 きな 関 心 を集 め た 。 不 幸

な こ とに 、 その 直 後 い ろ い ろ な理 由 で 、 日本 は 外 国 人 に疑 いの 念 を持 つ

よ うに な り、秀 吉 が 部 分 的 に始 めた 鎖 国 政 策 は 徳 川 家 康 と彼 の 後 継 者 た

ちに よ って どん どん強 め られ て い き、1639年 に は完 全 な鎖 国 が 実施 され

た 。 それ で も、 ダ ニ エ ロ ・バ ル トー リ神 父(DanielloBartoli)が 当 時 の

数 十 冊 の 本 や 手 紙 か ら情 報 を集 め て 抄 録 し た 有 名 な著 書 「日本 』(II

Giappone,1660)は 、 出版 と同時 に評 判 に な り、 その 後 数 十 年 間 読 ま れ

続 けた 。

16世 紀 の終 わ りに世 界旅 行 中 日本 に立 ち寄 った フ ィレ ンツ ェの 商 人 フ

ラ ンチ ェス コ ・カ ル レ ッテ ィ(FrancescoCarletti,1573-1636)が 書 い た

『雑 話 集 』(IRagionamenti)に よ っ て 、 日本 につ いて の 直 接 の 情 報 が イ

タ リアの 人 々 に 伝 え られ た 。 鎖 国政 策 の 実施 に よ り、特 別 に貿 易 を許 さ

れ た オ ラ ン ダを 除 く他 の ヨー ロ ッパ の 国 々 と同様 、 イ タ リア と 日本 の 交

流 は な くな.っ た 。 も う一 人 の イ タ リァ 人 、 マ ッテ オ ・リ ッチ(Matteo

Ricci)が 築 いた 北 京 の イ エズ ス 会 宣 教 団 か ら時 々西 欧へ 送 られ る ニ ュー

ス に よ って 、 日本 の 出 来 事 が ほ ん の 僅 か だ が イ タ リァや そ れ以 外 の ヨー

ロ ッパ に伝 わ った が 、反 響 は殆 ど なか った 。 六 年 間 江 戸 に 囚 わ れ て い た

ジ ョヴ ァン ニ ・バ テ ィス タ ・シ ドッテ ィ神 父(GiovamiBattistaSidotti,

1668-1715)の 悲 運 は 、 明治 維 新 後 に知 られ る よ う に な っ た 。 イ エ ロニ

モ ・デ ・ア ン ジ ェ リス神 父(leronimoDeAngelis,1568-1623)の 行 った

驚 くべ き蝦 夷 旅 行 記 や 彼 の手 紙 、 それ に彼 の 描 いた 北 方 領 土 の 地 図 は 、

最近 ま で ロー マ の イ エ ズ ス会 の古 文 書 館 に埋 もれ て いた 。
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19世 紀 の イ タ リァ と 日本 の 歴 史 に は 、 い くつ か の重 要 な類似性 が あ る。

両 国 で 宿 命 的 な大 革 命 が 起 こ った 。 イ タ リァ は独 立 を勝 ち取 り、1870年

に は完 全 に 統 一 され た 。 日本 は1854年 に 鎖 国政 策 を放 棄 し、1868年 に 封

建 主 義 か ら君 主 支 配 政 治 に移 行 した 。 そ れ ゆ え、再 び両 国が お互 い に 関

心 を持 った の は 当然 で あ った 。多 くの イタ リァ人 が 主 に芸 術 分 野 の専 門

家[ラ グ ーサ(Ragusa)、 フ ォン タ ネ ー ジ(Fontanesi)、 キ オ ッソ ー ネ

(Chiossone)な ど]と して 、 日本 に招 か れ た 。し か し、例 え ば 法 律 の 権

威 で あ るパ テ ル ノ ス トゥ ロ(Paternostro)の よ うに 、他 の 能 力 の た め に

招 か れ た者 も何 人 か い た 。 同 時 に 、多 くの 日本 人 が イ タ リ ア を訪 れ た 。

特 に 忘 れ て な らな い の は 岩 倉 使節 団 で 、 その 報 告 書 に は わ が 国 に つ い て

の 広範 囲 に わ た る記 述 が あ る。

イ タ リア 海 軍 の 軍 艦 マ ジ ェン タ号(HM.S.Magenta)が 、 日伊 通 商

条 約 が 初 め て 締 結 され た1866年 に 日本 を訪 れ た 。遠 征 に加 わ った 士 官 の

アル ミニ ョン(V.F.Arminjon)が 後 に 『日本:1866年 の 軍 艦 マ ジ ェ ン

タ号 航 海 記 』(llGiappone,eilviaggiodellacorvettaMagentane11866)

を 書 いた 。 これ は 日本 を直 接 に見 た 人 物 の報 告 書 で あ っ た ので 、 イ タ リ

ァ人 に広 く読 まれ て か な りの影 響 を与 えた 。養 蚕 業 が 当 時両 国 に とって

重 要 産 業 だ った こ と も、交 流 が 深 ま った 理 由 で あ る。

次 に 日本 に 関す る学 問 的研 究 につ いて で あ るが 、 フ ィレ ンツ ェが数 十

年 間 そ の 中 心 で あ っ た こ とは興 味深 い。1863年 以 来 、ア ンテ ラモ ・セ ヴ ェ

リー 二(AntelamoSeverini,1827-1909)が 王 立 高 等 研 究 所(後 の フ ィレ

ン ツ ェ大 学)の 極 東 言 語 の 教 授 で あ った 。セ ヴ ェ リー 二 はパ リの ス タニ

ス ラ ス ・ジ ュ リア ン(StanislasJulien)と ド ゥ ・ロ ニー(DeRosny)の

下 で 学 び 、 日本 の 文 化 に大 変 興 味 を持 っ た 。セ ヴ ェ リー 二 は 日本 の 本 を

イ タ リア語 に翻 訳 した 。 その 中に は 『竹取 物 語 』(1881)や 柳 亭 種 彦 の
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『浮世 方 六 枚 屏 風 』(1872,1876-77)が あ る。 一 方 、彼 は 日本 語 の 詩 、

特 に韻 や 修 辞 の 面 に 注意 を 向 け た り、 日本 の 道 教 や 占 星 術 も研 究 した 。

彼 の著 作 の い くつ か は 、 当 時の 大 陸 とイ タ リァの 東 洋 研 究 家 の 仲 介 役 と

して活 躍 した フ ラ ンチ ェス コ ・ トゥ レ テ ィー 二(FrancescoTurrettini,

1845-1908)の 監 修 で1871年 か ら1881年 ま で ス イ ス の ジ ュ ネ ー ブ で 発 行

され て い た 「あつ め ぐ さ」 と い う雑 誌 に 発 表 され た 。 セ ヴ ェ リー 二 は

1876年 に 当 時 の 重 要 な 学術 誌 とな っ た 『イ タ リア東洋 学雑 誌」(Bollettino

ItalianodegliStudiOrientali)を 創 刊 した 。セ ヴ ェ リー こ の 後 任 と して 、

彼 の 弟子 カ ル ロ ・ブ イー 二(CarloPuini,1839-1924)が 東 ア ジ ァの 歴

史 と地 理 の 教 授 に任 命 され た 。 ブ イ ー 二 は主 に アジ ァ大 陸 に関心 を持 ち、

イ ッポ リ ト ・デ シデ ー リ神父(IppolitoDesideri)に よ っ て1712年 か ら

1733年 に か けて 書 か れ 、 そ の後 不幸 に して イ エ ズ ス会 の 古 文 書 館 に 埋 も

れ て い た チ ベ ッ トに つ い て の重 要 な本 を 、初 めて 編集 出版 した 。しか し、

ブ イー 二 は 日本 につ いて もい くつか の論 文 を書 き、 「七 福 神:日 本 人 の

宗 教礼 拝 に つ いての試 論」(SevenGodsofH:appiness:EssayonaPortion

oftheReligiousWorshipoftheJapanese)が ア ジ ア テ ィ ッ ク ・ソ サ エ

テ ィの会 報(vol.Vl皿,1880)に 掲 載 され た 。

初期 フ ィレ ンツ ェの 東 洋研 究 家 の 中 で最 後 に注 目す べ き学 者 は 、極 東

言 語文 学 の 教 授 、 アル ベ ル ト ・カ ス テ ラー 二(AlbertoCastellani,1884-

1932)で あ る。 中 国 語 が 彼 の主 な研 究 分 野 で 、 『道 徳 経 』 や 「論 語 』 は

彼 に よ っ て イ タ リア語 に 訳 され た 。 しか し 日本 に 関す る論 文 もい くつ か

書 き、後 に 『極 東 の 文 学 と文 明:研 究 と評論 』(LetteratureeCivilt濺ell'一

EstremoOriente:StudieSaggi,1933)と い う本 に ま とめ られ た 。

フ ィレ ンツ ェの 学 会 が 、1924年 以 来 日本 との 接 触 を持 た な くな っ た こ

とは残 念 で あ る。1920年 代 お よ び30年 代 に は 、唯 一 、矢 代 幸 雄 の イ タ リ
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アル ネサ ンス 、特 に ボ ッテ ィチ ェ リの研 究 が 接 点 に な っ た だ けで あ る 。

や っ と1972年 に な っ て 、 日本 語 と 日本 文 学 課 程 が 再 開 され た 。 フ ィレ ン

ッ ェ大 学 文学 部 の 図書 館 は 、セ ヴ ェ リー 二や ブ イ ー 二 の時 代 か らあ る数

冊 の 書 物 を 何 とか 保存 して い るが 、大 部 分 は 中 断 した数 十 年 の 間 に紛 失

した り盗 まれ た りした 。

1876年 に ロー マ 大 学 で 日本 研 究 が 始 ま り、 カ ル ロ ・ヴ ァ レン ッ ィァ ー

二(CarloValenziani ,1831-1896)が 東 洋言 語 の教 授 に任 命 された 。 ヴ ァ

レン ツ ィア ー二 は特 に 日本 の 演 劇 に 関 心 を持 ち、浄 瑠 璃や 狂 言 につ いて

多 くの 論 文 を発 表 して 、 これ らの 演 劇 とそ の テ キ ス トを イタ リアの 人 々

に紹 介 した 。長 年 にわ た り、た く さん の 中 国 語 お よ び 日本 語 の本 が ロー

マ の国 立 図 書 館(BibliotecaVittorioEmanuele)に 収 め られ て いた 。 ヴ ァ

レ ンツ ィァ ー二 は その 目録 を編 纂 した 。 ル ドヴ ィコ ・ノ チ ェ ンテ ィー 二

(LudoviooNocentini)が 、1899年 に ヴ ァ レ ン ツ ィ ァ ー 二 の 跡 を継 い だ 。

彼 は優 れた シ ナ学 者 で あ っ たが 、 白本 を テ ー マ に い くつ か の論 文 を発 表

した 。

20世 紀 初 頭 の ロー マ大 学 で は 、東 洋 研 究 は特 に 中国 語 とサ ンス ク リッ

ト語 に集 中 して いた 。1926年 以 後 、ジ ュゼ ッペ ・トゥッチ教授(Giuseppe

Tucci,1894-1984)は 多 くの著 作 を 出版 し、 チ ベ ッ ト学 者 と し て 国 際 的

に 有 名 に な っ た 。彼 の 影 響 で 東 洋研 究 は重 要 性 を認 め られ 、脚 光 を 浴 び

るよ うに な っ た 。優 秀 な弟 子 達 が た く さん の新 しい講 座 を開 い た が 、少

し残 念 な こ とに ト ゥッチ 教 授 は 日本 研 究 に わず か な 関心 しか 示 さな か っ

た た め 、研 究 に お い て も教 育 にお い て も他 の東 洋研 究 の分 野 が 優 先 され

た 。

イ タ リァの 現 状 を 調 べ るた めに あ とで ロー マ に話 を戻 す が 、 その 前 に

少 しナ ポ リに 目 を向 けた い 。 この イタ リァ南 部 の有 名 な都 市 は 、東 洋 研
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究 、特 に シ ナ学 で は 古 い 伝 統 を持 って い た 。 さか の ぼ る こ と1732年 に 、

マ ッテ オ ・リー パ 神 父(MatteoRipa)が キ リス ト教 に 改 宗 した 将 来 有

望 な若 い 中 国 人 の た め に 一 種 の 大 学 院 を 目指 し たCollegiodeiCinesiを

創 立 した 。 い ろい ろな 理 由 で この最 初 の 計 画 は 実 現 せ ず 、Collegioは 次

第 に衰 退 して い った 。 創立 か ら156年 後 の1888年 に ナ ポ リ木 学 に 吸 収 さ

れ 、結 局 文 学 哲 学 部 と政 治学 部 の二 学 部 を持 つ 現 在 の 大 学 付 属 東 洋 研 究

所(lstitutoUniversitarioOrientale)に な っ た 。 こ こ に は現 在 ア ジ ァ の

国 々 の歴 史 ・哲 学 ・文 学 ・社 会 学 の授 業 と共 に 、 日本 語 ・中 国 語 ・ヒン

ドゥー語 ・ペ ル シ ャ語 な どの東 洋 の言 語 課 程 が 設 け られ て い る。 図 書 館

の設 備 は素 晴 ら し く、 日本 語 は特 に 日本 史 が 充 実 して お り、 歴 史 資料 の

出 版 物 が 自 由 に 利 用 で き る 。 ま た 重 要 な 年 報(Amalidel1'Istituto

OrientaleUniversitariodiNapoli)を 発 行 し 、現 在45巻 に 達 して い る。

ナ ポ リ大 学 は1903年 に 日本 語課 程 を開設 し、 ジュー リオ ・ガ ッテ ィノー

二(GiulioGattinoni)が 数 年 間 教 授 を務 め た 。 ガ ッテ ィノ ー 二 は 「日

本 語 の 口語 文 法 』(Grammaticadellalinguagiapponeseparlata,1890)、

続 いて 『日本 語 完 全 講 座 」(Corsocompletodilinguagiapponese,1908)

を 出 版 した 。 ガ ッテ ィノ ー二 の 跡 を継 いだ の は 傑 出 した人格 の持 ち主 で 、

トッデ ィ と して も知 られ て い る ピエ トロ ・シ ル ヴ ィオ ・ リヴ ェ ッ タ

(PietroSilvioRivetta)で あ る 。彼 は 教 授 で あ った だ け で な く、 ジ ャー

ナ リス トで あ り 日本 文 化 の 熱 心 な紹 介 者 で あ った 。1911年 か ら リヴ ェ ッ

タは寺 崎[た けお]と 共 に 『日本 語 口語文 法の 実用 と理論 』(Grammatica

teorico-praticadellalinguagiapponeseparlata)を 出版 していた 。 リヴ ェッ

タ は長 年 に わ た り新 聞 ・雑 誌 に 記 事 や論 文 を載 せ た 。 『日本 語 の手 引:

難 解 日本 語 の 会 話 ・書 き方 の や さ し い 入 門 書 』(Nihongonotebiki:

Avviamentofacilealladifficilelinguagiapponeseparlataescritta,
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1943)は 、 晩 年 の著 書 の 一 つ で あ り、お そ らく最 高 の もの で あ る。

リ.ヴ ェ ッ タ(あ るい は 日本 人 の 友 人 た ちに と って は リベ ッ タ)が ナ ポ

リで 公 職 に つ い て い た の は わず か 三 年(1910-1913)で あ っ た 。 彼 の 後

任 は 同 様 に 傑 出 した 人物 の バ ル トロ メ オ ・バ ル ビ(BartolomeoBalbi)

で 、1920年 ま で 教 授 職 に あ っ た 。 リヴ ェ ッタが 豊 か な教 養 を身 に つ けた

愉 快 で 感 じの 良 い人 文主 義 者 で あ っ た の に対 し、バ ル ビ は東 京 の イ タ リ

ア大 使 館 付 き武 官 を しば らく務 め 、 日本 の武 士 道 や 武 道 を熱 烈 に 賛 美 し

て いた 。彼 は初 め言 語 を研 究 して い た 。 こ こで は次の もの を挙 げて お く。

『動 詞 か ら入 る 日本 語 の 初 歩 実 用 練 習 』(Primelezionipratichedilingua

giapponesecompletatedaunbrevestudiosulverbo,1910)、 『伊和 辞典 』

(Piccolovocabolario-manualeltalo-Giapponese,1911)[こ れ は 後 に 『日

本 語 の 文 法 と語 彙 』(Grammaticaevocabolariodellalinguagiapponese,

1939)に な り、1976年 に チ サ ル ピ ナ ・ゴ リア ル デ ィ ー カ(Cisalpina

Goliardica)に よ っ て再 版 され た 。 コ

バ ル ビは 、桜 井 忠 温 の 「肉弾 』 の 翻 案 によ って 一般 的 に 広 く知 られ る

よ うに な った 。 この作 品 は 日露 戦 争 で の 感 動 的 で 英雄 的 な エ ピソ ー ドを

扱 っ た もの で 、1906年 に 日本 語 で 出版 され 、1913年 に バ ル ビの翻 訳 が 出

た 。 バ ル ビは 日本 語 の 小説 や 詩 の 翻 訳 に力 を入 れ る一 方 、 「孝 行 往 来 」

や 「武 士 道 」 に つ い て 書 い た 。

バ ル ビが ナ ポ リ東 洋 大学 での 職 を退 いた 後 、再 び強 い 個 性 を持 った 下

井 春吉 が そ の地 位 を継 い だ 。下 井 は 日本 人 で は あ るが 、 国 籍 離 脱 者 だ と

言 って よ い 。 学 者 とい うよ りは詩 や 文 学 の愛 好 者 で あ り、強 い 右 翼 的 政

治 思 想 を持 って いた 。 詩 人 の ダ ヌ ンッ ィオ(D'Armunzio)が 第 一 次 世 界

大 戦 後 に フ ィウ メ(現 在 の ユ ー ゴ ス ラ ビァ の リエ カ)を 占領 した 時 、下

井 は 彼 に 追 従 し た 仲 間 の 一 人 で あ っ た 。 詩 人 や 学 生 匚ジ ェ ン コ(E.
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Jenco)、 ダ ヴ ィデ オ(V.Davideo)、 コ ル ッチ(A.Colucci)、 ヴ ィジァー

二(R .Vigiani)な ど]の 中 心 に な っ て 、下 井 は 「桜:極 東 の 美 術 と詩

に つ い て の 現 代 ヨ ー ロ ッ パ 初 の 評 論 」(IICiliegio:Primarassegna

modernaeuropeadel1'arteedellapoesiadel1'EstremoOriente,1920)と

い う雑誌 を 創刊 した 。 「桜 」 は長 くは続 か な か った が 、近 代 日本 文 学 を

イ タ リア の一 般 の 人 々 に 紹介 した こ とで重 要 で あ る 。 「同 時 に 下 井 は 、

近 代 お よ び近 代 以前 の 日本 文 学 の翻 訳 や 評 論 を集 めた 『満 開 の 桜 の 枝 』

(RamifioritidiSakura)の ス ポ ンサ ー に な っ た 。 」[ア ドル フ ォ ・タ

ム ブ レ ッ ロ(AdolfoTamburello)教 授 の 「イ タ リァ にお け る 日本 研 究 」

とい う貴 重 な論 文 か らの 引 用 。]下 井 が1924年 に 帰 国 した あ と 、彼 の 弟

子 の ロ ドル フ ォ ・ヴ ィンジ ァ ー 二(RodolfoVingiani)が 跡 を継 いだ 。

ヴ ェニ ス の高 等 商 業 学 校 で も、 あ き らか に 実 用 を 目的 と して 日本 語 が

少 し教 え られ て い た 。ア ウ グ ス ト ・コ ッテ ィン(AugustoCottin)は1886

年 に 『日本 語 の基 礎 知 識:学 術 的解 釈 」(Nozionisullalinguagiapponese:

Letturaaccademica)を 出 版 して い た 。

この 時 期 の フ ィ レン ッ ェ ・ロー マ ・ナ ポ リ ・ヴ ェニ ス に 限 って 言 う な

ら、学 問の 世 界 以 外 で も 日本 文 化 に対 す る関 心 が 広 ま る兆 しが あ っ た 。

ヴ ァテ ィカ ンは 日本 との交 流 を再 開 し、 プテ ィジ ャン(B.Petijean)神

父 の監 修 で1870年 に 古 い 羅 和 瀬(LexiconLatino-Japoni㎜)を 復 刻

した 。19世 紀 か ら20世 紀 の過 渡 期 に 出版 され た 重要 な著 作 を挙 げて お く。

1895:ベ ル タ ッキ(Bertacchi)、 『日本 書 誌 』(BibliografiadelGiappone)

1897:プ ロ タ ・ジ ュ ル レオ(Prota-Giurleo)、 「日本 語 の完 全 講座試 論 』

(Saggiodimcorsocompletodilinguagiapponese)、 ナ ポ リ

1900:田 中 松 太 郎 、 『日本 の14世 紀 の あ る文 人 」(Untrecentista

giapponese)、("Rivistad'Italia",No.皿 、 吉 田兼 好 の 紹 介 文 が
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付 いたr徒 然 草 』 の翻 訳)

1905:マ ニ ャス コ(Magnasco)、 『口語 日本 語:文 法 要 素 と用 語 解 釈 」

(Linguagiapponeseparlata:Elementigrammaticalieglossario),

ミラ ノ

1910:キ メ ン ツ(Chimenz)、 『伊 和 小 辞 典 』(Picoolodizionarioitalia-

nogiapponese)、 「現 代 会 話 案 内 』(Guidadiconversazionimo-

derne)[こ の 二 っ は ミラ ノ の ホ エ ップ リ(Hoepli)に よ っ て

"ManualiHoepli"と い う有 名 な シ リー ズ に 入
って い る。]

当 時 の何 人 か の イ タ リァ人 作 家 の 作 品 には 、 日本 文学 の 影 響 が 見 られ

る 。 例 えば 、 マ リオ ・キ ー 二(MarioChini)や マ テ ィル デ ・セ ラ オ

(MatildeSerao)や マ リネ ッテ ィ(F.T.Marinetti、 未 来 派 の 創 設 者)の

名が 挙 げ られ る。 日本 の民 話 は この分 野 にお け る著 名 な 研 究 者 、例 えば

ジ リオ ー リ(H.Giglioli)や ピ トゥ レ(M.Pitre)や ボ ァ ー リ(E.Boari)

な ど の 関 心 を ひい た 。 日本 史 は 、 ア ッコ リー ト(G.Accolito)や ボ エ ロ

(G.Boero)や ス フ ォル ッ ァ(G.Sforza)や ベ ル ケ ッ ト(G.Berchet)

に よ って 、 お もに 宣 教 活 動 に 関 連 して研 究 され た 。 ブ ン コ ンパ ー 二 ・ル

ドヴ ィシ(F.Bouncompagni-Ludovisi)は 特 に 日本 最初 の遣 欧使 節(1582-

1590)に 注 目 した 。

ラ フ カデ ィオ ・ハ ー ン(LafcadioHearn)の 著 作 の 幾 つ か は 、 バ リの

ラテ ル ツ ァ(Laterza)社 に よ って イ タ リァ語 に 翻 訳 出 版 され た 。 以 後

の 版 は フ ィ レ ンツ ェで!よVarecci社 、 ヴ ェニ ス で はEstremoOriente社 か

ら出版 され た 。

日本 美 術 を最 初 に研 究 した の は ヴ ィ トリオ ・ピカ(VittorioPica)で

あ っ た 匚 「極 東 美 術 』(L'Artedell'EstremoOriente,1894)]。 日 本 に

住 ん だ こ と も あ るエ ド ゥァ ル ド ・キ オ ッソ ー ネは 明 治 政 府 お 雇 い の 画 家
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と して 働 き、版 画 ・絵 画 ・銅 像 ・漆 器 ・鍔 な どの素 晴 ら しい コ レ ク シ ョ

ン を故 郷 の ジ ェノ ヴ ァに遺 贈 した 。 キ オ ッソ ー ネ は文 字 どお り二 束 三 文

で 古 い作 品 を売 り払 って いた 時期 に 日本 に滞在 で きて、非常 に運 が良か っ

た 。彼 の 浮 世 絵 の コ レ ク シ ョン は 、や が て ヨー ロ ッパ の 最 も素 晴 ら しい

もの の 一 つ に な った 。 それ は 幾 つ か の 変遷 を経 て 、現 在 ジ ェ ノ ヴ ァの 中

心 地 に 近 い 小 さ い が 近 代 的 な キ オ ッソ ー ネ 博 物 館(MuseoChiossone)

に 収 め られ て い る。

イタ リァ で は 、第 一 次 世 界 大戦直 後 に東 洋学が 始 まった 。ジ ュゼ ッペ ・

トゥッチ 教 授 は1933年 に 、イタ リァ 中 ・極 東 学 研 究 所(lstitutoItaliano

perilMedioedEstremoOriente,IsMEO)を ロ ー マ に設 立 した 。IsMEO

は 「紀 要 」(Bollettino)と 「ア ジァ チ カ」(Asiatica)を 発 行 した 。 両 誌

と も 日本 に 関 す る論文 、 特 に カ ス タ ー ニ ャ(G.C.Castagna)や メ ル ジ ェ

(S.Merge)や ス トゥ ラ ミジ ョー レ(G.Stramigiole)や マ ライ ー 二(F.

Maraini)な ど の た め に誌 面 を さい た 。時 々 ト ゥ ッチ 教 授 も 日本 に 関 し

て書 い た[『 日本:歴 史 的 伝 統 と美 的 伝 統 』(llGiappone:Tradizione

storicaetradizioneartistica,1934)]。 彼 は また ジ ャチ ン ト ・ア ウ リー

テ ィ(GiacintoAuriti)大 使 と リヴェッタと共 に 日本 友 好 協会(Societ濺egli

AmicidelGiappone)を 組 織 し、「大 和 」(Yamato:Mensileitalo-giapponese ,

1941-1944)を 発 行 した 。

同 じ頃 、著 名 な宗 教 史 の 権 威 で あ る ラ フ ァエ レ ・ペ ッ タ ゾ ー 二 教 授

(RaffaelePettazzoni)力 葺 「古 事 記 に よ る 日本 の 神 話 」(Lamitologia

giapponesesecundoillibrodelKojiki,1929)と い う素 晴 ら し い論 文 を

発 表 した 。彼 の有 名 な 『懺 悔 』(Laconfessionedeipeccati,1929)に は 、

日本 の 思 想 に 関す る論 文 が 入 って い る 。 日本 で 活動 して い た イ タ リア人

宣 教 師 の マ リオ ・マ レ ガ(MarioMarega)は 、1938年 に 「古 事 記 』 を
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翻 訳 した(KoGiKi:VecchieCoseScritte,Librobasedelloshintoismo

giapponese:最 近 再 版 さ れ た)。 彼 は ま た 「伝 説 と寓 話 の 日本 』(11

Giapponeneiraccontienelleleggende,1939)と 「忠 臣蔵 』(llChushin-

gura)を 出 した 。 マ レ ガ神 父 の 業 績 の 中 に は 、奈 良 の お 水取 りに 関 す る

論 文 や 切 支 丹 の 研 究 、「ラテ ラ ノ年 報 」(AmaliLateranensi)1939年 皿

号 掲 載 の 「大 分 県 の キ リス ト教 徒 の 回 想 録 」(Memoriecristianedella

regionediOita)が あ る 。

オ レス テ ・ヴ ァ ッカ ー リ(OresteVaccari)は 、1934年 に 教 師 ・辞 書

編 纂 者 ・出版 者 と しての 長 く立 派 な キ ャ リァ を東 京 で 開 始 した 。 「日本

語 文 法:理 論 と実 用 』(Grammaticadellalinguagiapponese:metodo

teorico-pratico,1934、 以 後 版 を重 ね る)は 、数十 年 に わ た り標 準 的 な テ

キ ス トと し て 広 く使 わ れ た 。 ヴ ァ ッ カ ー リ と彼 の 日本 人 の 妻Enkoは 、

イ タ リァ人 の学 生 だ けで な く他の 国の 人々 のた めに英語 で新 しい文 法書 ・

辞書 ・漢 字 カ ー ドを作 って 、精 力 的 に仕 事 を した 。

第 二 次 世 界大 戦 中 の 日伊 同盟 は両 国 の 出版 活動 を ます ます 盛 ん に した

が 、 そ の 多 くは基 本 的 に政 治 宣 伝 で あ った 。今 日で は 、主 に社 会 学 方 面

に 関 心 が集 ま っ て い る 。 日本 研 究 に大 変 貢 献 して い る と思 わ れ る もの と

して 、 ス カ リー セ(G.Scalise)の 『軍 事 用 語 付 き伊 和辞 典 』(Dizionario

Italiano-giapponese,oonm'appendicedeiterminimilitari,1940)を 一 つ

挙 げ て お く。

第二 次 世 界 大 戦 後 、 イ タ リァ の 日本 研 究 は著 し く後 退 し、 ナ ポ リの 日

本 語科 教 授 職 だ けが 辛 う じて残 った 。幸 い実 に優 れ た 日本 学 者 で あ るマ

ル チ ェ ロ ・ム ッチ オー リ(MarcelloMuccioli)が1938年 以 後 この職 にあ っ

た 。 彼 は す で に1930年 に 『方 丈 記 』(LoHojokidiKamonoChomei)

を 翻 訳 して いた 。1942年 に ロー マ で 『日本 帝 国 』(L'ImperoGiapponese)
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を 、1949年 に は ミラノ で 「神 道:日 本 の国 家 宗 教 』(LoShintoismo,la

religionenazionaledelGiappone)を 、 さ らに1950年 に は フ ィレ ン ツ ェ

で 『百 人 一 首 』(Lacenturiapoetica)の 翻 訳 を 出版 した 。彼 の主 な著 書

は 日本 の演 劇 を扱 っ た 『日本 の演 劇:歴 史 と作 品』(Ilteatrogiapponese:

storiaeantologia,1962)で 、 これ は大 変 す ば ら しい研 究 で あ るが 、 残

念 な が ら英 語 に訳 され なか っ たた め 、ふ さわ しい数 の読 者 を得 る に は至

らな か っ た 。 彼 は 『方 丈 記 』 以 外 に1965年 に 『徒 然 草』 の翻訳 を出 した。

最 後 の著 書 は 『古 典 様 式 に見 られ る 日本 語 の書 き方 の 形 態 論 』(Morfo-

logicdellalinguagiapponesescrittaconparticolareriguardoallostile

classico,1970)で あ った 。 ム ッチ オ ー リ教 授 は非 常 に活 動 的 で 、一 連 の

論 文 や 抄 訳 を学 術 誌 に寄 稿 し、数 々の 百 科 辞典 の 日本 お よ び 日本 文 化 の

項 目を担 当 した 。 そ の 中 に は 『ト レ ッ カ ー 二 百 科 辞 典 』(Enciclopedia

ItlianaTreccaniRazzeepopolidellaTerra)、 「作 品 と人 名 辞 典 』(Dizio-

nariodelleopereedeipersonaggi)、 「東 洋 文 化 』(Lecivilt濺ell'Oriente)

な どが あ る 。

戦 争 直 後 、 ア ウ リーテ ィ大 使 は外 交 官 を引退 した 後 、 ロー マ大 学 で し

ば ら く講 義 を行 った 。彼 も また 日本 の 文 化 史 、 『古 代 か ら明治 維 新 ま で

の 日本 文 化 概 論 』(Compendiodistoriadellaculturagiappρnesedall'一

et濛rcaicaallarestaurazioneMeiji)を1948年 に 発 表 し、広 く読 まれ た。

ア ウ リー テ ィは貴 重 な 日本 を含 む東 洋 の 銅 像 の コ レ ク シ ョンを 、 トゥ ッ

チ教 授 が 創 設 した 国 立 ロー マ東 洋 美 術 博 物 館 に寄 贈 した 。

1957年 に マ ラ イ ー二 は 「現 代 日本 』(OreGiapponesi)を 出 した 。 こ

の 本 の お か げ で若 者 の 間 で 再 び 日本 へ の 関 心が 興 り、 そ の 中か ら今 日の

優 秀 な イ タ リァ人 日本 研 究 家 が 輩 出 した と言 わ れ て い る 。 これ は 英 語

(MeetingwithJapan)・ フ ラ ンス 語 ・ ドイツ 語 ・スペ イ ン語 に訳 さ れ 、
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ア メ リカで は1961年 一 月 に 「今 月 の本 」 に選 ばれ た 。

イ タ リアで は50年 代 ・60年 代 に 日本 研 究 が 再 燃 した 。 「ナ ポ リ東 洋 研

究 所 年 報 」(AmalidelrIstitutoOrientalediNapoli)や 雑 誌 「東 と西 」

(EastandWest,IsMEOの 季 刊誌)に は 、 しば しば 日本 に関 す る論 文 や

評 論 が 載 った 。IsMEOの 日 本文 化 セ ンタ ー は 、 マ リオ ・テ テ ィ(Mario

Teti)の 監 修 で 隔 月誌 「Cipangu」 を 出 した 。 しか し 「Cipangu」 は1957

年 で 廃 刊 に な り、 代 わ っ て年 報 「IlGiappone」 が 発 行 され 、現 在 タ ン ブ

レ ロ教 授 の監 修 で20巻 に 至 っ て い る 。

現 代 日本文 学 は 、多 くの有 能 な翻 訳 家 に よ って 一 般 の イ タ リァ 人 の 注

目を 浴 び るよ うに な っ た 。 ジ ュゼ ッペ ・モ リキ ー二(GiuseppeMorichini,

1894-1959)は 大 岡昇 平 や 花 山信 勝 の作 品 を紹 介 した 。 あつ子 ・ロ ッカ ・

す が(AtsukoRocca-Suga,イ タ リア人 と結 婚 し た 日本 人 女 性)は 、 た

く さん の 日本 語 の短 編 小 説 を 訳 した 。 そ の 他 ス カ リー ゼ(G.Scalise)

や テ テ ィや カ ニ ョー 二(P.Cagnoni)や オ リグ リー ア(L.Origlia)が

翻 訳 を 手 掛 け た 。 ア ド ゥ リ ァ ー ナ ・ボ ス カ ロ(AdrianaBoscaro)は

「秀 吉 の百 一 の手 紙 』(1975)や 遠 藤 周 作 の 小 説 を訳 して い る。

1962年 に 日本 政 府 は 日本 文 化 会 館 を ロー マ に 開 設 し 、以 来 あ らゆ る分

野 に わ た っ て 日本 につ いて の 知 識 の普 及 に あた って きた 。 会 館 に は 充実

した 日本 関係 書 の 図書 館 が あ り、常 に新 しい補 充 が 行 わ れ て い る。

イ タ リア の各 都 市 で は 日本 研 究 の 新 し い 機 関 が 次 々 で きた 。IsMEO

は ミラ ノ に分 館 を作 り、 ス カ リーゼ 、続 い て 息 子 の マ リオ ・ス カ リーゼ

(MarioScalise)教 授 が 所 長 を務 めて い る。 マ リ オ ・ス カ リーゼ は 『漢

字 辞 典 』(DizionariodeiKanji,1962-1966)と 「日本 語実 用講座 』(Corso

praticodilinguagiapponese,1966)を 出 した 。

パ ヴ ィァ大 学 の 新 任 教 授 、パ オ ロ ・ベ オニ オ ・プ ロ ッ キ エ リ(Paolo
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BeonioBrocchieri)は 徳 川 時 代 の 思 想 に 多大 な 関心 を持 って い る 。 彼 の

『現 代 日本 の 起 源 にお け る宗 教 と イデ オ ロギ ー 』(Religiosit瀑Idθologia

alleOriginidelGiapponeModerno,1964)は 、 イ タ リァ の 日本 研 究 に

新 しい一 ペ ー ジ を開 い た と言 わ れ て い る。 プ ロ ッキ エ リは 、 ま た 『日本

の政 治 の 動 き』(ImovimentipoliticidelGiappone,1971)の 中 で 日本

の政 治 を鋭 く分 析 して 見 せ た 。

1960年 以 後 、 日本 の 現 代 史 や 経 済 に も大 きな 関 心 が寄 せ られ る よ うに

な った 。 ジ ョル ジ ョ ・ボ ル サ 教 授(GiorgioBorsa、 ミ ラノ)は 、 「極 東

問題 」(lproblemiestremoorientali1870-1941,1959)や 「二 つ の 世 界

に は さま れ た極 東 」(L'EstremoOrientetraduemondi,1961)な ど の

重 要 な研 究 を発 表 した 。 ミラ ノの ボ ッコ ー二 大 学 に い た故 ガ ス パ リー 二

教 授(1.Gasparini)は 、 同大 学 の フ ォデ ラ(G.Fodella)と と もに1973

年 に 東 ア ジ ァ経 済 ・社 会 研 究 所 を設 立 した 。 当研 究 所 は 日本 経 済 に 関 す

る特別 課 程 を設 け、多 くのセ ミナ ー を 開 き、雑 誌 を発 行 して い る。 この

分野 に お け る著 書 に次 の もの が あ る 。

ス テ フ ァノ ・ベ リエ ニ(StefanoBellieni、 ナ ポ リ大 学 、昨 年 若 く し

て 急逝)、 「全 学 連 ・全 共 闘 』(Zengakuren-Zenkyoto,1969)

フ ラ ン コ ・ガ ッテ ィ(FrancoGatti、 ヴ ェニ ス)、 「日本 の モ デ ル:

実 証 資 本 主 義 』(11ModelloGiapponese:ilcapitalismoallaprova,

1976)と 「現 代 の 日本 』(llGiapponecontemporaneo1850-1970,1976)

1972年 に 日本ペ ンクラブが京都で 日本研究家大会 を開いた時 、イタ リ

ァ人の学者や学生がた くさん参加 した。そ こで彼 らの活動 をま とめ る組

織作 りが提案 された。その後1974年 に 「イタリァ日本研究協会」(Aistugia)

が ローマに設立 された。マ ライマライー二は初代事務 局長 、後 に所長 に
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任 命 され た 。Aistugiaに は 現 在 約120名 の 会 員 が い る 。 毎 年 異 な る都 市

で年 次 総 会 が 開 催 され 、論 文 の 発表 と討 論 が 行 わ れ る 。 会 報 の 「Atti」

は これ まで 八冊 刊 行 され て い る。

現 在 少 な く と も14機 関 で 日本 語 教 育 が 行 わ れ 、 ボ ロ ー ニ ャ ・フ ィレン

ッ ェ ・ジ ェノ ヴ ァ ・ミラノ ・ナポ リ ・パ ヴ ィア ・ピサ ・ローマ ・ トリノ ・

ウル ビノ ・ヴ ェニ ス の11の 国 立 大 学 で 日本 の 関心 を引 く課 程 が 設 け られ

て い る。 ま た 、私 立 の ボ ッ コー 二 大 学 や ロ ー マ と ミラ ノ のIsMEOで も

各 種 の 課 程 が あ る。

(1988年5月)
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